
新 潟 県 剣 道 連 盟 会 報平成31年１月吉日(1) 第 104 号

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
平

素
か
ら
何
か
と
ご
協
力
を

賜
っ
て
お
り
、
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
の
新
剣
連
諸
事
業
は
、
情
勢
の
変

化
に
伴
う
諸
規
程
の
改
正
や
新
規
講
習
会
・

大
会
見
直
し
等
多
岐
に
渡
り
ま
し
た
が
、
理

事
会
及
び
評
議
員
会
の
承
認
を
経
て
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
こ
れ
ら
の
事
業
運
営
に
お
い

て
不
徹
底
等
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し

て
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

も
小
職
の
能
力
不
足
が
要
因
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
お
か
げ
さ
ま
で
会
員
各
位
・
加
盟

団
体
等
の
ご
協
力
に
よ
り
、
お
お
む
ね
順
調

且
つ
適
正
な
運
営
が
な
さ
れ
た
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

事
業
結
果
の
一
例
と
し
て
、
年
初
か
ら
豪

雪
、
連
日
の
猛
暑
、
相
次
ぐ
台
風
襲
来
・
豪

雨
災
害
等
の
異
常
気
象
同
様
に
予
測
不
能
現

象
が
全
国
規
模
大
会
へ
波
及
し
た
よ
う
で
、

福
井
国
体
成
年
男
子
が
一
回
戦
突
破
す
る
な

ど
健
闘
し
た
も
の
の
、
そ
の
前
哨
戦
で
あ
る

北
信
越
国
体
剣
道
大
会
（
福
井
国
体
予
選
）

で
は
、
本
国
体
入
賞
種
目
と
内
外
か
ら
絶
対

視
さ
れ
て
い
た
成
年
女
子
・
少
年
男
女
と
も

僅
差
の
二
位
で
出
場
権
を
逸
が
し
ま
し
た
。

本
当
に
「
地
力
は
あ
っ
て
も
勝
負
事
は
分
か

ら
な
い
も
の
」
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
各
種
大
会
に
出
場
し
た
選
手
、

監
督
・
コ
ー
チ
等
関
係
者
は
、
献
身
的
な
努

力
と
厳
し
い
稽
古
を
積
ん
で
頑
張
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
糧
に
今
後
と
も
精
進

さ
れ
、
捲
土
重
来
を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
「
平
成
」
と
い
う
慣
れ
親

し
ん
だ
元
号
も
５
月
か
ら
新
元
号
と
な
り
ま

す
。
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
出
の
多

か
っ
た
30
年
間
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
新
剣
連
に
と
っ
て
平
成
20
年
代
は
、

ま
さ
に
激
震
の
時
期
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
昨
今
、
全
国
的
組
織
の
ス
ポ
ー
ツ
競

技
団
体
の
み
な
ら
ず
、
一
部
、
武
道
団
体
に

も
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
を
含
め
多
種
多
様

な
不
祥
事
案
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
社
会
問
題

化
し
た
の
と
同
様
、
平
成
22
年
に
発
覚
し
た

多
額
使
途
不
明
金
事
件
の
発
生
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
会
員
皆
様
を
は
じ
め
多
数
の
関
係

者
に
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

結
果
的
に
は
、
関
係
各
位
の
ご
支
援
・
ご

協
力
に
よ
り
迅
速
な
事
後
対
応
と
諸
対
策

（
①
一
部
役
員
に
権
力
・
権
限
集
中
さ
せ
な

い
任
期
等
の
厳
格
化
②
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強

化
③
法
人
化
に
よ
る
適
性
且
つ
透
明
性
の
確

保
等
）
を
講
じ
て
健
全
な
新
剣
連
と
し
て
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
渦
中
の
人
達
に
類
似
す
る
傾
向
と

し
て
、
長
期
役
員
職
在
任
や
立
場
・
肩
書

き
・
高
段
位
取
得
等
に
よ
り
、
い
つ
の
ま
に

か
「
錯
覚
」
に
陥
り

○
「
目
標
・
向
上
心
」
↓
「
野
心
・
思
惑
」

○
「
意
欲
」
↓
「
欲
望
・
野
望
」

へ
変
貌
す
る
人
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
新
剣
連
の
引
き
締
め
と

と
も
に
、
私
ご
と
で
恐
縮
で
す
が
「
体
力
・

気
力
の
低
下
」
は
も
と
よ
り
、
就
任
以
来

賜
っ
て
い
る
「
会
長
不
適
格
者
」
と
の
ご
忠

告
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
組
織
へ
の
影
響
が

こ
れ
以
上
及
ば
な
い
よ
う
身
を
処
し
た
い
と

改
め
て
年
頭
に
誓
い
ま
し
た
。
幸
い
新
元
号

月
と
新
剣
連
役
員
改
選
年
月
が
重
な
り
ま
す
。

し
っ
か
り
と
し
た
新
体
制
下
で
ス
タ
ー
ト
で

き
る
よ
う
適
任
者
の
選
出
・
推
薦
を
関
係
各

位
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
本
県
の
実
情
と
会
員
の
要
望
に
応

じ
た
諸
対
策
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
剣
道
は
⛆
人
間
形
成
の
道
⛇
な

ど
と
唱
え
る
前
に
、
社
会
基
盤
で
あ
る
地
域
、

職
場
、
家
庭
と
支
え
合
う
社
会
の
常
識
あ
る

一
員
と
し
て
の
剣
道
人
で
あ
り
た
い
も
の
で

す
。
会
員
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

「
県
立
武
道
館
」
建
設
進
む
！

　

上
越
市
剣
道
連
盟
　

久
保
田
幸
正
　

　

北
陸
自
動
車
道
上
越
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
降
り
国
道
18
号
線
を
高
田
方
面
に
向
か
う

と
す
ぐ
左
手
に
県
立
武
道
館
（
現
在
工
事

中
）
の
大
き
な
建
物
が
見
え
て
く
る
。
こ
の

場
所
は
上
越
市
が
運
動
総
合
公
園
と
し
て
整

備
を
進
め
て
い
る
一
角
に
あ
り
、
近
く
に
は

上
沼
道
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
将
来
的

な
交
通
の
要
衝
に
あ

た
る
。

　

県
立
武
道
館
は
、

数
年
前
に
建
設
地
を

巡
り
県
内
各
地
で
誘

致
合
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
が
、
最
終
的

に
新
潟
県
立
武
道
館

　

平
成
最
後
の
新
年
を
迎
え
て

　

一
般
財
団
法
人　

新
潟
県
剣
道
連
盟

　
　
　
　
　
　
　

会
　

長
　

本

間

厚
太
郎
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か
な
か
で
あ
る
。

「
院
長
！
私
も
高
校
生
ま
で
や
っ
て
ま
し
た
。

面
を
取
っ
た
時
（
は
ず
し
た
）
が
気
持
ち
が

い
い
の
よ
ね
ぇ
～
」
と
い
う
転
勤
族
の
子
連

れ
マ
マ
。

「
孫
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
全
日
本
選
手
権

の
テ
レ
ビ
放
映
も
毎
年
欠
か
さ
ず
見
る
。
速

す
ぎ
て
オ
レ
に
は
見
え
ね
ぇ
～
」
と
い
う
お

じ
い
ち
ゃ
ん
。

「
剣
道
で
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
相
手
と
向
か

い
合
う
の
か
？
」
と
い
う
ク
レ
ー
射
撃
の
も

と
国
体
選
手
な
ど
、
剣
道
話
を
介
し
て
色
々

な
相
手
と
心
が
通
う
。

　

最
近
は
皇
宮
警
察
Ｓ
Ｐ
で
剣
道
の
選
手

だ
っ
た
と
い
う
女
性
患
者
さ
ん
が
い
た
。
縁

あ
っ
て
新
潟
市
に
住
み
、
今
は
剣
道
を
し
て

い
な
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
ス
ッ
と
伸
び
た

背
筋
や
落
ち
着
い
た
言
葉
に
は
、
タ
ダ
モ
ノ

で
は
な
い
オ
ー
ラ
が
溢
れ
て
い
た
。
世
の
中
、

ど
こ
に
す
ご
い
人
が
潜
ん
で
い
る
か
分
か
ら

な
い
。

　

ま
た
数
年
前
に
は
剣
道
仲
間
に
声
を
か

け
、
待
合
室
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た

こ
と
も
あ
る
。
U
七
段
が
看
板
と
ス
テ
ー
ジ

を
作
り
、
K
六
段
が
ギ
タ
ー
で
ビ
ー
ト
ル
ズ

を
弾
き
語
り
、
A
七
段
は
ギ
タ
ー
だ
け
で
な

く
、
話
術
も
プ
ロ
並
み
で
、
実
は
主
催
者
の

私
も
ヘ
タ
な
中
島
み
ゆ
き
の
一
曲
だ
け
歌
っ

た
。
観
客
に
は
H
先
生
も
来
て
く
だ
さ
っ
た
。

ど
れ
も
こ
れ
も
剣
道
つ
な
が
り
で
生
ま
れ
た

愉
快
な
音
楽
の
一
夕
だ
っ
た
。

　

今
、
剣
道
を
し
て
い
な
く
て
も
、
剣
道
に

興
味
と
関
心
を
持
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
人
た

ち
は
私
た
ち
の
想
像
以
上
に
多
い
。
剣
道
の

話
題
を
き
っ
か
け
に
そ
う
い
う
人
た
ち
と
親

し
く
な
る
こ
と
は

十
分
あ
り
え
る
。

ま
た
剣
道
仲
間
た

ち
に
剣
道
以
外
の

特
技
や
人
間
的
魅

力
を
発
見
し
、
絆

が
さ
ら
に
深
ま
る

こ
と
も
あ
る
。
ど

ち
ら
も
竹
刀
こ
そ

使
わ
な
い
が
広
い

意
味
で
の
『
交
剣

知
愛
』
で
あ
ろ
う
。

十
日
町
剣
友
会
・
妙
高
剣
道
連
盟

交
流
二
〇
周
年
合
同
稽
古
会

　

十
日
町
剣
友
会
と
妙
高
剣
道
連
盟
の
交
流

合
同
稽
古
会
が
今
年
で
二
〇
回
目
を
迎
え
た
。

２
０
１
８
年
６
月
30
日
、
７
月
１
日
の
一
泊

二
日
の
日
程
で
、
十
日
町
市
立
田
沢
小
学
校

の
体
育
館
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の

合
同
稽
古
が
始
ま
っ
た
理
由
は
、
20
年
ほ
ど

前
に
十
日
町
剣
友
会
の
根
津
勝
さ
ん
が
、
仕

　

『
プ
ラ
ー
カ
』。
い
ま
、
ス
マ
ホ
で
も
こ
の

ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
と
⛆
中
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
⛇

と
で
て
き
ま
す
。

　

今
回
は
プ
ラ
ー
カ
中
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
、

中
村
院
長
に
登
場
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
各

種
大
会
で
は
必
ず
上
位
入
賞
で
お
馴
染
み
で

す
。
剣
道
よ
も
や
ま
話
で
す
。

竹
刀
な
し
の
交
剣
知
愛

　
　

新
潟
市
剣
道
連
盟
　

中
村
　

茂
樹
　

　

私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
待
合
室
の
片
隅
に

「
剣
道
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
自
分
が
出
場
し

た
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
や
、
昇
段
審
査
で
用
い

た
竹
刀
が
記
念
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

　

本
当
は
「
私
は
剣
道
を
し
て
い
ま
す
」
な

ど
と
自
分
か
ら
言
わ
な
い
ほ
う
が
カ
ッ
コ
い

い
。
そ
れ
で
も
こ
ん
な
風
に
す
る
の
は
、
ま

ず
自
己
紹
介
し
て
患
者
さ
ん
と
近
い
関
係
に

な
り
た
い
か
ら
だ
。
ま
た
剣
道
を
知
ら
な
い

人
た
ち
に
も
、
是
非
こ
の
素
晴
ら
し
い
世
界

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

　

さ
て
、
患
者
さ
ん
た
ち
か
ら
の
反
響
は
な

昨
年
の
県
大
会
個
人
戦

表
彰
式
で
の
中
村
先
生

を
上
越
の
地
に
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
２
０
１
７
年
６
月
に
具
体
的
な
構
想
が

発
表
さ
れ
現
在
に
至
る
。
計
画
に
よ
る
と

２
０
１
９
年
10
月
竣
工
、
12
月
１
日
供
用
開

始
と
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
は
工
事
も
順
調

に
進
み
外
周
の
骨
組
み
が
く
み
上
げ
ら
れ
、

小
道
場
一
階
部
分
の
躯
体
工
事
（
柱
、
梁
等

の
骨
組
み
）
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
遠
目
に

も
今
ま
で
に
無
い
大
き
な
堂
々
た
る
建
物
と

な
る
様
子
が
見
て
と
れ
て
楽
し
み
だ
。

　

戦
国
の
世
に
義
を
貫
い
た
新
潟
県
を
代
表

す
る
武
将
上
杉
謙
信
公
の
故
郷
に
建
つ
武
道

館
。
武
道
の
方
位
を
重
ん
じ
、
上
越
の
歴
史

性
を
考
え
て
春
日
山
城
を
表
現
し
た
山
城
型

武
道
館
の
デ
ザ
イ
ン
と
の
こ
と
。
無
駄
を
排

除
し
た
シ
ン
プ
ル
な
競
技
空
間
に
床
輻
射
冷

暖
房
設
備
な
ど
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
り
、
子

供
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
幅
広
く
便
利
に

使
え
る
施
設
に
な
る
こ
と
と
期
待
が
膨
ら
む
。

待
合
室
に
は
賞
状
や
カ
ッ
プ
な
ど
が

置
か
れ
て
い
る
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事
の
転
勤
で
妙
高
市
（
当
時
は
新
井
市
）
に

転
勤
し
た
こ
と
。
妙
高
で
一
緒
に
剣
道
の
練

習
を
重
ね
る
中
で
「
合
同
稽
古
で
も
や
り
た

い
ね
」
と
な
り
そ
れ
が
実
現
し
た
。
例
年
７

月
は
じ
め
の
土
日
に
一
泊
二
日
で
実
施
。
一

年
お
き
に
会
場
を
十
日
町
市
と
妙
高
市
に
移

し
て
来
た
。

　

今
回
は
二
〇
周
年
と
い
う
節
目
の
合
同
稽

古
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
ま
で
に
関
係

し
た
会
員
が
た
く
さ
ん
楽
し
め
る
よ
う
に
と
、

早
く
か
ら
声
を
掛
け
合
っ
て
来
た
。
数
年
前

か
ら
参
加
の
小
千
谷
剣
道
会
の
皆
様
、
多
聞

会
の
皆
様
、
そ
し
て
遠
く
台
湾
や
富
山
か
ら

の
参
加
者
も
あ
り
、
総
勢
50
人
ほ
ど
の
稽
古

会
と
な
っ
た
。

　

開
会
の
言
葉
で
十
日
町
剣
友
会
の
田
川
正

幸
会
長
は
、
「
交
剣
知
愛
」
の
精
神
で
や
っ

て
き
た
の
が
こ
こ
ま
で
続
い
た
要
因
だ
と
思

う
。
技
術
の
み
な
ら
ず
感
謝
の
気
持
ち
を
持

ち
続
け
た
こ
と
が
長
い
歴
史
に
つ
な
が
っ
た
。

切
磋
琢
磨
し
て
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
続
け
て

行
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

初
日
は
日
本
剣
道
形
と
居
合
演
武
、
そ
し

て
十
日
町
剣
友
会
の
子
ど
も
剣
士
が
木
刀
に

よ
る
剣
道
の
基
本
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
相

互
の
立
会
や
地
稽
古
な
ど
を
行
い
、
体
育
館

に
大
き
な
気
合
を
響
か
せ
な
が
ら
良
い
汗
を

た
っ
ぷ
り
流
し
た
。
第
二
部
は
、
温
泉
施
設

に
舞
台
を
移
し
、
盛
大
に
懇
親
会
が
行
わ
れ

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
剣
道
談
議
や
１
年

間
の
成
果
、
趣
味
の
話
な
ど
こ
れ
も
ま
た
楽

し
み
の
一
つ
で
あ
る
。
剣
道
を
し
て
良
い
汗

を
流
し
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
語
り
合
う
こ

と
が
で
き
る
こ
と
…
…
剣
道
を
続
け
て
来
て

良
か
っ
た
と
思
う
時
間
で
あ
る
。

　

二
日
目
は
、
日
本
剣
道
形
の
練
習
と
地
稽

古
な
ど
が
行
わ
れ
、
お
昼
前
に
無
事
怪
我
人

も
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て

閉
会
式
で
は
「
来
年
の
二
十
一
回
目
は
妙
高

で
会
い
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ま
で
お
互
い
の
技

量
を
高
め
、
元
気
に
皆
で
会
い
ま
し
ょ
う
」

と
誓
い
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
自
然
な
形
で
継

続
が
で
き
る
の
は
、
交
剣
知
愛
の
精
神
を
持

ち
な
が
ら
、
相
互
の
会
員
の
思
い
や
り
の
心

に
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

（
妙
高
剣
道
連
盟
会
長
　

平
井
修
二
）

西
蒲
区
少
年
剣
道
防
犯
教
室

の
開
催
！

　

11
月
24
日
、
新
潟
市
潟
東
体
育
館
に
お
い

て
、
西
蒲
地
区
等
で
剣
道
を
学
ぶ
小
・
中
学

生
を
対
象
と
し
た
防
犯
・
剣
道
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

防
犯
教
室
で
は
、
西
蒲
警
察
署
の
清
水
防

犯
係
長
か
ら
「
子
ど
も
達
の
身
を
守
る
た
め

の
防
犯
」
や
「
い
じ
め
に
立
ち
向
か
う
勇

気
」
等
の
お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。

　

剣
道
指
導
教
室
で
は
、
新
潟
県
警
察
本
部

教
養
課
か
ら
佐
藤
好
美
術
科
師
範

4

4

4

4

を
は
じ
め

県
警
特
練
員
の
中
嶋
直
人
監
督
、
赤
塚
洋
紀

コ
ー
チ
、
特
練
員
六
名
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

剣
道
指
導
で
は
特
練
員
に
よ
る
気
迫
と
緊
張

感
の
あ
る
基
本
稽
古
と
立
合
い
が
行
わ
れ
、

静
寂
な
館
内
で
の
ヒ
ュ
ン
と
鳴
る
素
早
い
竹

刀
の
素
振
り
の
音
と
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
打

ち
込
み
に
、
子
ど
も
達
の
目
は
一
瞬
に
し
て

変
わ
り
、
ピ
リ
リ
と
し
た
空
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
嶋
監
督
に
よ
る
素
振
り
、
基

本
技
、
地
稽
古
が
指
導
さ
れ
、
地
稽
古
で
は

子
ど
も
達
一
人
一
人
の
目
線
に
合
わ
せ
、
親

切
丁
寧
な
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
貴
重
な

稽
古
を
体
感
で
き
、
子
ど
も
達
、
西
蒲
連
盟

共
に
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

警
察
本
部
、
西
蒲
警
察
署
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
（
西
蒲
剣
道
連
盟
会
長
　

杉
原
芳
也
）

第
60
回
全
国
教
職
員
剣
道
大
会

と
き
：
２
０
１
８
年
８
月
３
日


会
場
：
岸
和
田
市
総
合
体
育
館

▽
団
体
戦

坂
爪
優
太
・
市
村
　

学
・
木
立
　

快

大
島
弘
士
・
直
原
　

幹

・
一
回
戦

　

新
潟
　

２
（
７
）
―
１
（
６
）
　

高
知

・
二
回
戦

　

新
潟
　

２
（
３
）
―
１
（
３
）
　

奈
良

・
三
回
戦

　

新
潟
　

２
（
２
）
―
３
（
４
）
　

宮
崎

新
潟
県
は
ベ
ス
ト
16

▽
個
人
戦

・
男
子
個
人
の
部
　

　

大
澤
　

一
樹
（
三
回
戦
　

惜
敗
）

・
女
子
個
人
の
部

　

中
島
　

郁
子
（
一
回
戦
　

惜
敗
）
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第
13
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
少
年
剣
道
大
会

と
き
：
９
月
16
日


会
場
：
大
阪
市
府
民
共
済
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
（
旧
舞
州
ア
リ
ー
ナ
）

▽
小
学
生
の
部

　
　

監
　

督
　

濱
田
　
　

尚

　
　

コ
ー
チ
　

内
野
　

葉
子
　

三
本
　

雄
樹

選
　

手

先
鋒
　

木
村
　

龍
青

（
安
田
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

次
鋒
　

金
澤
　
　

心
（
心
武
館
道
場
）

中
堅
　

長
谷
川
光
希
（
頸
城
大
瀁
剣
道
教
室

）

副
将
　

大
竹
　

捷
斗
（
新
潟
西
剣
士
会
）

大
将
　

大
竹
　

陽
向
（
心
武
館
道
場
）

予
選
リ
ー
グ

　

新
潟
　

０
（
１
）
―
１
（
２
）
　

岡
山

　

新
潟
　

１
（
１
）
―
１
（
１
）
　

長
崎

（
１
敗
１
引
き
分
け
で
予
選
リ
ー
グ
惜
敗
）

【
観
戦
記
】

　

練
習
会
場
が
変
更
に
な
る
等
、
昨
年
度
同

様
に
台
風
の
影
響
を
受
け
た
今
大
会
で
し
た

が
、
例
年
通
り
無
事
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
で
は
、
岡
山
県
と
長
崎
県
の
三
県
に
よ
る

予
選
リ
ー
グ
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
試
合
目
は
岡
山
県
。
先
鋒
の
木
村
が
面

を
取
ら
れ
て
一
本
負
け
と
な
り
、
厳
し
い
ス

タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
次
鋒
の
金
澤
は
引
き
分

け
。
中
堅
の
長
谷
川
は
出
小
手
を
取
ら
れ
る

も
の
の
、
直
ぐ
に
出
小
手
を
取
り
返
し
引
き

分
け
に
持
ち
込
む
。
し
か
し
、
副
将
の
大
竹
、

大
将
の
大
竹
と
も
に
一
本
が
遠
く
、
引
き
分

け
。
惜
敗
。

　

２
試
合
目
は
長
崎
戦
。
先
鋒
の
木
村
は
引

き
分
け
。
次
鋒
の
金
澤
は
出
ば
な
面
で
一
本

を
取
り
、
そ
の
ま
ま
一
本
勝
ち
を
収
め
る
。

中
堅
の
長
谷
川
は
引
き
分
け
る
も
の
の
、
副

将
の
大
竹
が
面
を
取
ら
れ
一
勝
一
敗
で
大
将

戦
を
迎
え
る
。
大
将
の
大
竹
は
多
彩
な
技
で

攻
め
続
け
る
も
一
本
を
取
る
こ
と
が
で
き
ず

引
き
分
け
。
こ
の
試
合
一
勝
一
敗
で
引
き
分

け
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
新
潟
県
チ
ー
ム
は

一
敗
一
分
け
で
惜
し
く
も
予
選
リ
ー
グ
敗
退

と
な
っ
た
。

　

今
年
で
本
県
の
参
加
は
七
回
目
と
な
り
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
は
予
選
リ
ー
グ
敗
退
と

な
り
ま
し
た
が
対
戦
し
た
岡
山
県
、
長
崎
県

と
は
ど
ち
ら
の
試
合
も
僅
差
で
の
敗
退
と
な

り
他
の
都
道
府
県
に
は
決
し
て
引
け
を
取
ら

ず
、
堂
々
と
闘
っ
て
い
る
姿
に
見
う
け
ら
れ

ま
し
た
。
本
大
会
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で

仲
間
と
共
に
厳
し
い
強
化
練
習
に
参
加
し
、

自
ら
の
心
と
技
を
鍛
え
上
げ
た
こ
と
が
、
今

後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
つ
な
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
大
会
参
加
に
向
け
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
新
潟
県
剣
道
連
盟
の
先
生
方
、
錬
成
会

で
お
世
話
に
な
っ
た
道
場
連
盟
の
皆
様
、
強

化
練
習
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
新
潟
市
剣
道

連
盟
、
新
潟
市
立
小
針
中
学
校
剣
道
部
の
皆

様
、
そ
し
て
保
護
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
報
告
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
本
　

雄
樹
）

▽
中
学
生
の
部

予
選
リ
ー
グ

・
新
潟
　

２
（
６
）
―
２
（
４
）
　

滋
賀

　

先
鋒
　

臼
　

井
ド
ド
―
　
　

山
　

田

　

次
鋒
　

本
　

間
コ
コ
―
　
　

古
　

橋

　

中
堅
　

安
　

部　　
　

―
コ
　

　

井
　

上

　

副
将
　

長
谷
川
（

功
）

　

コ
―
コ
コ　

岩
　

崎

　

大
将
　

長
谷
川
（

大
）

　

コ
×
メ
　

　

寺
　

前

・
新
潟
　

１
（
２
）
―
２
（
４
）
　

長
崎

　

先
鋒
　

臼
　

井　　

メ
―
　
　

　

本
　

城

　

次
鋒
　

本
　

間
　
　

　

―
メ
メ　

永
　

井

　

中
堅
　

安
　

部　　
　

×
　
　

　

大
　

園

　

副
将
　

長
谷
川
（

功
）

　
　

×
　
　

　

山
　

中

　

大
将
　

長
谷
川
（

大
）

　

メ
―
メ
メ　

下
　

田

（
１
勝
１
敗
で
予
選
リ
ー
グ
惜
敗
）

第
57
回
全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大
会

　

と
き
：
９
月
23
日


　

会
場
：
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ

（
長
野
市
真
島
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
）

　

（
新
潟
）
　
　

延
長
　
　

（
福
岡
）

　

小
川
梨
々
香
　
　

―
　

メ
糸
山
　

亜
美
　

一
回
戦
惜
敗
　

　

（
福
岡
）
　
　

延
長
　
　

（
新
潟
）

　

松
本
　

智
香
メ
コ
―
　

メ
小
川
萌
々
香

一
回
戦
惜
敗
　

第
73
回
福
井
国
民
体
育
大
会

▽
成
年
男
子
一
回
戦

　

新
潟
　

３
（
６
）
―
１
（
４
）
　

鳥
取

先
鋒
　

坂
　

爪　　
　

―
ド
メ　

斎
　

江

次
鋒
　

西
　

野　

メ
ツ
―
　

コ　

川
　

端

中
堅
　

磴
　
　

　

メ
　

―
　
　

　

乗
　

本

副
将
　

南
　
　

　

メ
ド
―
　
　

　

石
　

上

大
将
　

直
　

原　　

メ
―
　

メ　

阿
　

部

▽
成
年
男
子
二
回
戦

　

新
潟
　

２
（
４
）
―
３
（
５
）
　

岩
手

先
鋒
　

坂
　

爪　

メ
コ
―
　
　

　

久
保
田

次
鋒
　

西
　

野　　
　

―
メ
メ　

菅
　

野

中
堅
　

磴
　
　

　

ド
　

―
　
　

　

桜
　

井

副
将
　

南
　
　

　

メ
　

―
メ
メ　

青
　

木

大
将
　

直
　

原　　
　

―
メ
　

　

下
　

川

二
回
戦
　

惜
敗
　

第
66
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会

と
き
：
２
０
１
８
年
11
月
３
日
（
祝
）

会
場
：
日
本
武
道
館

一
回
戦

（
新
潟
・
錬
士
六
段
）
　

（
群
馬
・
六
段
）

　

赤
塚
洋
紀
コ
　

―
　
　
　

福
田
竜
介

（
延
　

長
）

姉妹揃っての出場

国体メンバーとコーチ陣
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二
回
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
海
道
・
四
段
）

　

赤
塚
洋
紀
　
　

―
　

メ
　

山
田
凌
平

（
延
　

長
）

　

全
中
で
３
位

　

２
０
１
８
年
、
男
子
中
学
生
で
素
晴
ら
し

い
活
躍
を
し
た
選
手
が
い
ま
す
。

　

柏
崎
で
開
催
の
県
大
会
７
月
、
男
子
個
人

戦
優
勝
、
大
将
で
出
場
の
団
体
は
惜
し
く
も

準
優
勝
。
続
い
て
８
月
に
行
わ
れ
た
石
川
県

で
開
催
の
北
信
越
大
会
で
男
子
個
人
戦
優

勝
、
団
体
は
準
優
勝
。
そ
し
て
そ
の
後
、
岡

山
県
で
開
催
の
第
48
回
全
国
中
学
校
剣
道
大

会
男
子
個
人
戦
で
は
二
回
戦
か
ら
登
場
、
４

人
全
て
に
延
長
戦
で
制
し
、
オ
ー
ル
面
で
勝

ち
あ
が
っ
た
。
圧
巻
は
個
人
優
勝
し
た
熊
本

の
鮫
島
雅
貴
選
手
（
九
州
学
院
中
）
に
面
を

先
行
し
、
残
り
時
間
数
秒
、
終
了
間
近
に
小

手
を
返
さ
れ
、
共
に
一
本
一
本
で
渡
り
合
い

延
長
の
末
、
最
後
小
手
に
屈
し
た
も
の
の
、
全

中
３
位
。

　

上
越
は
直
江
津
東
中
学
校
三
年
、
長
谷
川

大
雅
選
手
だ
。

　

延
長
を
制
し
て
勝
つ
と
い
う
の
は
並
大
抵

で
は
な
い
は
ず
。
諦
め
ず
粘
り
強
さ
と
自
分

を
信
じ
る
力
が
不
可
欠
。
そ
し
て
何
よ
り
も

ス
タ
ミ
ナ
が
無
い
と
成
し
得
な
い
。
早
速
寄

稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

大
会
か
ら
学
ん
だ
こ
と

直
江
津
東
中
学
校
三
年
　
　
　
　
　

長
谷
川
大
雅
　

　

私
は
、
県
大
会
、
北
信
越
大
会
、
全
国
大

会
で
優
勝
目
指
し
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
こ
の
三
つ
の
大
会
を
終
え
て
学
ん
だ
こ

と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
仲
間
」
の
大
切
さ
で
す
。
私

は
中
学
か
ら
剣
道
を
始
め
た
仲
間
や
小
学
校

か
ら
共
に
頑
張
っ
て
き
た
仲
間
が
い
ま
す
。

こ
の
三
つ
の
大
会
で
良
い
成
績
を
残
せ
た
の

も
仲
間
が
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
一
緒

に
厳
し
い
練
習
を
し
た
り
、
時
に
は
一
緒
に

泣
い
た
り
、
笑
っ
た
り
、
そ
う
い
う
仲
間
の

た
め
に
も
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
膨
ら

ん
で
こ
れ
ら
の
大
会
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
練
習
」
で
す
。
剣
道
は
一
人

で
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
剣
道
は
相

手
が
い
ま
す
。
一
緒
に
練
習
し
て
い
る
仲
間

か
ら
自
分
の
悪
い
と
こ
ろ
や
、
い
い
所
を
指

摘
し
て
も
ら
い
、
そ
の
言
わ
れ
た
事
を
意
識

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
練
習
は
キ
ツ

イ
し
、
頭
を
使
っ
た
り
、
一
回
の
練
習
で
正

直
と
て
も
疲
れ
ま
す
。
で
も
剣
道
は
や
れ
ば

や
る
分
だ
け
強
く
な
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ

に
「
上
手
く
な
ろ
う
！
」
と
か
「
前
よ
り
良

く
な
ろ
う
！
」
と
思
い
奮
い
立
た
せ
る
だ
け

で
大
き
く
変
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い

う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
で
強
く
な
れ
る
と
思

い
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
「
感
謝
」
で
す
。
ど
ん
な
に
自

分
一
人
で
頑
張
っ
て
も
限
界
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
時
に
力
に
な
る
の
は
先
生

で
あ
っ
た
り
、
仲
間
だ
っ
た
り
支
え
て
く
れ

る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

先
生
か
ら
の
教
え
は
自
分
を
強
く
す
る
一
つ

の
大
き
な
「
鍵
」
で
す
。

先
生
か
ら
角
度
を
変
え
て
色
々
教
え
て
頂
い

た
り
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と

は
決
し
て
当
た
り
前
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
教
え
て
く
だ
さ
る
事
一
つ
一
つ
は

感
謝
し
て
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。
初
め
に
書
い
た
よ
う
に
剣
道
は
、

一
人
で
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手

を
し
て
く
れ
る
仲
間
に
感
謝
し
た
り
、
好
き

な
剣
道
を
応
援
し
て
く
れ
る
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
に
感
謝
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
私
は
、
仲
間
を
み
て
思
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
初
心
者
で
も
強
く
な

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
、
ま
た
、
休
ま
ず
稽
古

を
続
け
る
気
持
ち
だ
っ
た
り
、
一
つ
一
つ
一

生
懸
命
に
日
々
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

先
を
行
く
経
験
者
に
も
追
い
つ
け
る
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。
自
分
も
そ
の
気
持
ち
を
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
を
得
て
次
こ
そ
は
日
本

一
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

山
本
甲
一
著

　
　

「
剣
道
大
臣
」（
津
島
書
房
）

　

新
剣
連
相
談
役
、
山
本
甲
一
こ
と
五
十
嵐

安
夫
さ
ん
に
よ
る
本
で
す
。
五
十
嵐
さ
ん
は
、

関
東
学
生
選
手
権
大
会
準
優
勝
（
早
大
）
の

経
歴
を
持
ち
現
在
（
株
）
原
信
副
社
長
と
し

て
ご
多
忙
の
中
、
執
筆
活
動
を
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

戦
後
、
剣
道
の
復
活
に
情
熱
を
傾
け
た
先

輩
方
の
足
跡
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
剣
道
に

対
す
る
い
と
お
し
さ
が
な
お
一
層
増
す
こ
と

と
思
い
ま
す
。
ま
た
全
日
本
剣
道
連
盟
初
代

事
務
局
長
、
渡
辺
敏
雄
（
早
大
師
範
）
一
代

記
「
一
つ
の
戦
後
剣
道
史
」
も
是
非
ご
一
読

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

（
加
藤
　
　

治
）

『
剣
道
大
臣

　

笹
森
順
造
と
撓し

な
い

競
技
』

　
　
　
　
　

発
刊
に
寄
せ
て

山
本
　

甲
一
　

（
五
十
嵐
安
夫
）
　

「
剣
道
が
な
く
な
る
！
」

太
平
洋
戦
争
後
の
昭
和
20

年
代
、
剣
道
は
消
滅
の
危

機
に
直
面
し
ま
し
た
。
敗

戦
後
日
本
を
占
領
し
た
連
合
国
軍
（
進
駐

軍
）
に
よ
る
禁
止
で
す
。
ま
ず
学
校
で
の
剣

道
が
全
面
禁
止
さ
れ
、
学
校
外
で
あ
っ
て
も

表彰後の長谷川君
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個
人
が
自
分
で
自
発
的
に
す
る
時
を
除
き
、

集
団
で
剣
道
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

進
駐
軍
は
、
日
本
人
の
精
神
形
成
に
大
き

な
力
を
持
つ
剣
道
を
抹
殺
し
て
し
ま
お
う
と

い
う
方
針
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

武
道
を
統
制
し
て
い
た
大
日
本
武
徳
会
と
い

う
団
体
が
強
制
的
に
解
散
さ
せ
ら
れ
、
日
本

中
か
ら
剣
道
を
支
え
る
組
織
が
消
え
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
し
、
次
の
時
代
も
わ

が
国
の
遺
産
と
し
て
剣
道
を
残
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
、
剣
道
と
い
う
人
間
育
成
の
た

め
の
す
ぐ
れ
た
武
道
は
子
や
孫
に
も
伝
え
た

い
と
、
剣
道
を
復
活
し
存
続
さ
せ
る
活
動
を

は
じ
め
た
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。

　

そ
の
代
表
的
な
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
の
が

笹
森
順
造
（
国
務
大
臣
）
で
あ
り
、
新
田
宗

雄
、
木
村
篤
太
郎
、
野
田
孝
、
宮
田
正
男
、

柴
田
万
策
と
い
っ
た
人
た
ち
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
た
ら
し
く
剣
道
を
普
及
さ
せ
統
制

す
る
組
織
づ
く
り
に
と
り
か
か
っ
た
の
が
渡

邉
敏
雄
で
あ
り
ま
し
た
。

　

彼
ら
は
粘
り
強
く
進
駐
軍
と
交
渉
を
続
け

剣
道
の
抹
殺
は
回
避
し
ま
す
が
、
進
駐
軍
に

「
剣
道
と
武
道
と
い
う
名
称
は
使
っ
て
は
な

ら
な
い
」
と
い
う
絶
対
条
件
が
あ
っ
た
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
「
撓
（
し
な
い
）
競
技
」

を
創
設
し
ま
す
。

　

こ
の
撓
競
技
は
学
校
で
の
採
用
が
認
め
ら

れ
て
全
国
に
広
ま
り
、
各
地
に
撓
競
技
連
盟

が
設
立
さ
れ
ま
す
。
国
体
に
も
参
加
し
ま
す
。

そ
の
一
方
、
全
日
本
撓
競
技
が
で
き
た
三
ヵ

月
後
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
、
日
本
も
独
立

が
早
ま
り
ま
す
。
昭
和
27
年
日
本
は
独
立
国

家
と
し
て
剣
道
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
同

年
秋
に
全
日
本
剣
道
連
盟
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
の
ち
剣
道
と
撓
競
技
は
い
わ
ば
合
体
す

る
形
で
統
一
連
盟
と
な
り
剣
道
と
し
て
普
及

し
ま
す
。

　

六
、
七
年
間
存
続
し
た
だ
け
の
撓
競
技
で

し
た
が
千
金
の
存
在
で
し
た
。
今
そ
ん
な
危

機
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
剣
道
を
残
す
た
め
に

家
庭
も
仕
事
も
放
り
出
し
て
活
動
し
た
人
が

い
た
こ
と
な
ど
、
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
ま
ま
時
が
た
て
ば
語
り
伝
え
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。

　

私
は
た
ま
た
ま
、
渡
邉
敏
雄
に
直
接
指
導

を
受
け
、
ま
た
笹
森
順
造
は
大
学
剣
道
部
の

大
先
輩
と
い
う
関
係
で
直
接
声
を
き
い
て
い

た
こ
と
か
ら
、
何
と
か
こ
う
し
た
人
々
と
業

績
を
書
き
残
し
た
い
と
思
い
、
笹
森
順
造
を

中
心
に
手
も
と
に
あ
る
資
料
を
整
理
し
、
期

日
を
再
確
認
し
『
剣
道
大
臣
　

笹
森
順
造
と

撓
競
技
』
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
ま
し
た
。

　

本
県
の
中
野
八
十
二
や
佐
藤
毅
と
い
っ
た

方
々
も
普
及
の
陣
頭
に
立
っ
て
い
た
撓
競
技

と
い
う
も
の
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

（
文
中
敬
称
略
）

　

編
集
後
記

5

5

5

5

　

「
努
力
無
き
と
こ
ろ
に
実
力
無
し
」
中
学

の
一
つ
上
の
先
輩
が
放
っ
た
言
葉
。
「
縁
は

切
れ
る
も
の
だ
。
し
か
し
自
分
か
ら
切
る
も

の
で
は
な
い
」
「
あ
い
さ
つ
は
人
よ
り
先
に

自
分
か
ら
！
」
高
校
の
恩
師
の
言
葉
。
「
剣

道
は
、
昔
が
ど
う
だ
っ
た
で
は
な
く
、
今
が

ど
う
か
な
ん
だ
よ
」
剣
道
か
ら
遠
ざ
か
り
、

や
る
気
の
な
い
自
分
に
日
本
一
の
先
生
か
ら

か
け
ら
れ
た
言
葉
。
今
に
し
て
思
え
ば
自
分

に
と
っ
て
の
大
事
な
人
生
の
指
針
▼
朝
ド
ラ

を
紐
解
く
と
１
９
６
１
年
「
娘
と
私
」
と
い

う
東
京
が
舞
台
の
ド
ラ
マ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。
全
般
的
に
朝
ド
ラ
は
主
人
公
の
半

生
・
生
涯
を
中
心
に
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
家

族
や
家
庭
を
描
い
た
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
の
体
裁

が
殆
ど
で
あ
り
主
人
公
は
女
性
が
多
い
▼
現

在
は
ち
ょ
う
ど
99
作
目
「
ま
ん
ぷ
く
」
。
平

成
最
後
に
99
作
目
と
は
偶
然
な
の
だ
ろ
う
が
、

な
か
な
か
面
白
い
。
な
に
か
に
つ
け
威
厳
を

唱
え
る
「
私
は
武
士
の
娘
！
」
と
松
坂
恵
子

扮
す
る
「
鈴
」
の
言
葉
。
そ
し
て
娘
の
福
子

と
萬
平
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
生
み

出
し
た
日
清
食
品
の
創
始
者
・
安
藤
百も

も
ふ
く福

さ

ん
と
そ
の
妻
・
仁ま

さ

こ子
さ
ん
が
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
る
。
萬
平
の
「
人
の
た
め
に
役
に
立
つ

仕
事
を
」
と
意
気
込
む
姿
に
つ
い
応
援
し
た

く
な
る
。
人
生
大
逆
転
の
成
功
物
語
が
楽
し

み
▼
役
に
立
つ
と
い
え
ば
昨
年
大
き
な
注
目

を
集
め
た
ス
ー
パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
尾
畠

春
夫
さ
ん
。
行
方
不
明
の
二
歳
児
を
発
見
し

今
な
お
被
災
地
に
足
を
運
ぶ
。
南
三
陸
で
は

が
れ
き
の
中
か
ら
思
い
出
の
写
真
な
ど
を
見

つ
け
被
災
者
に
渡
す
。
65
歳
か
ら
本
格
的
に

活
動
を
開
始
し
た
と
い
う
。
た
く
さ
ん
の
避

難
者
が
い
て
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
の
体
育
館

で
身
動
き
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
言

も
文
句
を
言
わ
な
い
同
じ
日
本
人
。
「
酒
な

ん
か
く
ら
っ
て
る
場
合
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
た

ん
で
す
」
の
言
葉
が
胸
に
強
く
強
く
刺
さ
る
。

（
還
暦
　

ぶ
し
し
）

　

原
稿
募
集

　

広
報
委
員
会
で
は
、
地
域
通
信
・
短
信
の

コ
ー
ナ
ー
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

支
部
同
士
で
の
合
宿
交
流
や
稽
古
会
、
練

習
試
合
、
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
の
大
会
な

ど
、
活
動
状
況
な
ど
を
お
送
り
下
さ
い
。

新
潟
県
剣
道
連
盟
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

撓
競
技
正
装
と
試
合
前
に
練
習
に
興
じ
る

女
子
選
手
（
『
剣
道
大
臣
』
口
絵
よ
り
）




